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令和４年度 全国信徒会 活動報告一覧表

《主要活動》
全国信徒会第４回全国大会 in 首都圏の開催  テーマ：「神人」を現し、お道を伝える
新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を講じて、日暮里サニーホール+ＹｏｕＴｕｂｅライブ配信

という形で開催した。参加者 181 名。

第１部 講演 講題「世界を変えるＫＯＮＫＯＩＳＴ」

      ～いま金光教を信仰するものとして、すべてをおかげに～

講師 大矢 嘉 先生(金光教教務理事／サクラメント教会長)

  信徒発表（収録ビデオ映像）

  第２部 アトラクション   お芝居（劇団ＧＡＨ）・音楽演奏

○懇親会 大会終了後、17:00～18:30、同じ建物の１階レストラン「セリオ」にて、参加者 60 名。

「30 日信行」の取り組み
全国信徒会の委員、各教区信徒会の委員、各連合会の委員、賛同頂ける教会信奉者を対象

に、「教祖様の『神人物語』をお手本に、それぞれの『神人物語』を編む」との教団の願いのも

とに、①「神様との対話する力を高めさせていただく」、②「神様との縦軸を太くさせていただ

く」、③「自分自身の心の使い方と行動を変えていく」ことを目的としての取り組みを願って、

「30日信行」に取り組んだ。

《期間》令和４年７月１日～31日

《参加者》チェックシート提出人数 102 教会 570 名

「あいよかけよ」誌の発行
「あいよかけよ」誌は、全国信徒会の機関誌としての役割を果たすとともに、文書布教の推進

という面の取り組みも進め、毎月発行（年 12回）している。購読数 4,100 部を目指している

が、信奉者の高齢化、信徒の減少等により、年々購読数の減少が続いている。

令和４年度は、各教区委員長に拡販のお願いをすると共に、隔月末に定期的に編集企画会議を

開催し、新しい企画や取材先の情報交換を行い、誌面の充実を図る取り組みを行った。

《諸会議》
分 類 会議名称 期 日 出席者数

委員総会
第 46 回委員総会［決算総会］（オンライン） 3 月 19 日 （土） 28 名

第 47 回委員総会［予算総会］（オンライン併用） 12 月 11 日 （日） 21 名

部会・全体会議 部会・全体会議（オンライン併用） 6 月 12 日 （土） 21 名

常任委員会

第 96 回常任委員会（オンライン） 2 月 5 日 （土） 24 名

第 97 回常任委員会（オンライン併用） 6 月 11 日 （土） 20 名

第 98 回常任委員会（オンライン） 9 月 3 日 （土） 18 名

第 99 回常任委員会（オンライン） 11 月 5 日 （土） 21 名

活動運営協議会 第 23 回活動運営協議会（オンライン併用） 12 月 10 日 (土) 22 名

部長会・三役会

第１回三役会（オンライン） 2 月 12 日 （日） 5 名

第２回三役会（オンライン） 4 月 16 日 （土） 5 名

第３回三役会（オンライン） 8 月 20 日 （土） 5 名

第４回三役会（オンライン） 11 月 20 日 （日） 4 名

その他 刊行物等運営審議会（オンライン） 3 月 20 日 （日） 11 名

当局との意見交換会 意見交換会（オンライン） 2 月 5 日 （土） 17 名
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１．人事並びに慶弔に関わる事項

 令和４年３月 31日、全国信徒会事務局員・中務志寸子氏退職（後任に吉岡麻衣氏）

 令和４年６月 30日、監事・藤原邦久氏（御幸教会・西中国）ご帰幽、83 歳。

 令和 4年 12 月 31 日、「あいよかけよ」誌編集長・山本徹氏（今津教会・兵庫）退任。

２. 年間の主な活動概要

活動テーマ：「神人」を現し、お道を伝える

令和４年度は、「『神人』を現し、お道を伝える」を活動テーマに掲げ、太田 明委員長のも

と、新体制３年目の年の活動を行った。

新型コロナウイルス感染症の影響から令和４年度も活動が制限された中で、３月に第 46 回委

員総会[決算総会]をオンライン（Ｚｏｏｍ）で、６月に第 97 回常任委員会、部会・全体会議、並

びに 12月に第 23 回活動運営協議会、第 47 回委員総会[予算総会]を本部教庁会議室（対面）

＋オンライン（Ｚｏｏｍ）で開催、その他の常任委員会（３回）、三役会（４回）、刊行物等運営

協議会（１回）をオンライン（Ｚｏｏｍ）で開催することが出来、支障をきたすことなく運営す

ることが出来た。

毎年１月に開催している当局との意見交換会を２月の常任委員会の後にオンラインで開催

し、内局から、令和４年度の教団の願いについての説明があり、全国信徒会から令和４年度の

活動について説明した。また、来年度以降の全国大会のあり方や全国信徒会の活動について意

見交換を行った。

第４回全国大会 in 首都圏については、７月に日暮里サニーホールにおいて、出演者・スタ

ッフを含め 181 名の会場参加者をもって開催させて頂いた。【内容等詳細は別途報告】

新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を講じつつ、ＹｏｕＴｕｂｅライブ配信を併用しての開催

であったが、当日通信機器の不具合により一部視聴出来なくなり、全国で視聴して頂いた方々

にはご迷惑をおかけした。後日、収録した動画を編集し、ＤＶＤにダビング（30枚）を行い、

教内に配布、さらに、「第４回全国大会 in 首都圏 デジタル記録誌」（Ａ４版 58ページ）を作成

し、配信した。

祭場での祭典時のご用奉仕について、令和４年度においては、４月天地金乃神大祭、６月教

団独立記念祭の前日と当日、10月生神金光大神大祭、12月布教功労者報徳祭の前日と当日、各

祭典にて、延べ 84名の全国信徒会委員が参拝者の案内、祭場入り口での参拝者の体温測定・手

指消毒等のご用奉仕、祭場２階トイレ洒掃（祭典前日）をさせて頂いた。

生活運動推進プロジェクトでは、これまで進めてきた「３０日信行」に取り組み、全教会に

「30日信行のご案内」を配布させて頂き、570 名の信奉者の取り組みがあった。令和５年度も

生活運動の実践として、この活動を継続していく予定である。また、「信心の継承」に繋がる

調査研究のため、全国信徒会、教区信徒会の委員を対象にアンケート調査を行い、アンケート

の結果について意見の集約・整理を行い、調査研究班としての所見と展望を集約した。

女性ネットワークは、これまで全国信徒会の行事に併せて研修会などを開催してきたが、令

和４年度は教祖直信である六条院教会に参拝し、研修させて頂いた。

「あいよかけよ」誌の発行については、毎月１回の発行が出来た。新型コロナの影響で十分

な取材活動が出来なかったが、隔月、オンラインで編集企画会議を開催し、編集長、編集委員

が誌面の充実を目指して意見を交わした。12月には、約 15年間編集長を務められた山本徹氏

より伊藤道教新編集長へバトンタッチされた。

令和４年度 主要活動及び諸会議報告
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また、毎年発行している全国信徒会の活動報告については、令和３年度より構成を一新し、

「令和 3 年度年間活動報告並びに令和 4 年度活動計画」として６月に発行し、教団独立記念祭

時の交付物として全教に配布させて頂いた。

① 「第４回全国大会 in 首都圏」の開催

「第４回全国大会 in首都圏」は、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を講じて、日暮里

サニーホール＋ＹｏｕＴｕｂｅライブ配信の形で開催させて頂いた。

  大会テーマ：「神人」を現し、お道を伝える

日 時：令和４年７月１０日（日）13:00～16:00

会 場：日暮里サニーホール（東京都荒川区）

ＹｏｕＴｕｂｅによるライブ配信（動画編集後再配信)

サブテーマ：「見つめ直そう、私たちのあり方を」

内 容：

オープニング スライド上映「関東教区信徒会の活動紹介」

［第１部］講演 講題「世界を変えるＫＯＮＫＯＩＳＴ」

      ～いま金光教を信仰するものとして、すべてをおかげに～

講師 大矢 嘉 先生(金光教教務理事／サクラメント教会長)

意見発表「１０ボイス」（収録ビデオ映像）

［第２部］お芝居「Knock Knock 和賀心」（劇団ＧＡＨ）

関東教区の信奉者による音楽演奏（Tuba、Sax、Piano）

   ［懇親会］17:00～18:30 レストラン「セリオ」にて懇親会。参加者 60名。

 ＹｏｕＴｕｂｅ視聴回数：2023 年 4月末現在（１次～3次配信）＝344＋256＋2,922＝3,522 回

 11/12「第４回全国大会 in 首都圏 デジタル記録誌」を発行。（「全国信徒会」ホームペー

ジからダウンロード可）

会場参加者の分析：会場参加者 181 名（アンケート回答者 127 名）

《評価》

・講演では、大矢先生が出会われ、生き方に大きな影響を与えた３人のＫＯＮＫＯＩＳＴ（埋ノ江

信治先生、福嶋義次先生、四代金光様）とのエピソードから信心を語って頂き、「金光大神

を私たちの生活の中に現していこう」との力強いメッセージを頂いた。また、第２部のお芝
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居は大矢先生のお話を脚本化したもので、講演とお芝居が一体となり、講演内容を理解する

手助けとなった。

・当日のＹｏｕＴｕｂｅライブ配信については、会場に通信環境がないため、レンタル機器を持ち

込んで対応したが、結果的に通信不具合が発生し、一部視聴出来なくなり、全国の視聴され

た方々にご迷惑をおかけした。

・会場にて参加者にアンケートを依頼し、「企画」と「プログラム」に満点を付けられた方も

複数あり全体に評価は高かった。一方、反省点を指摘された方もあり今後の参考にしたい。

【「あいよかけよ」誌№563（2022 年 8月号）／№565（2022 年 10月号）にて報告】

【「金光新聞」2022 年 10 月 12 号に掲載】／【金光教報別冊「天地」2022.10 秋号に掲載】

② 「30 日信行」の取り組み

令和４年度は、「教祖様の『神人物語』をお手本に、それぞれの『神人物語』を編む」との

教団の願いのもとに、①「神様との対話する力を高めさせていただく」、②「神様との縦軸を

太くさせていただく」、③「自分自身の心の使い方と行動を変えていく」ことを目的として、

取り組んだ。

《期  間》令和４年７月１日～３１日

《参加者》チェックシート提出人数 570 名

北海道 東北 関東 信越 東海 東近畿 中近畿 西近畿

14. 0 39 0 5 8 47 62

東中国 西中国 四国 北九州 南九州 海外 計

40 77 47 139 92 0 570

《評価・反省点》

・令和４年度もご本部大祭時の交付物として全教会へ資料を配布して頂くと共に、教区委員長

からの周知をお願いした。今年は「あいよかけよ」誌の同封は出来なかった。

・教区間で取り組みにばらつきがあり、全国的な活動に至っていない。

③ 「ご用奉仕」の取り組み

令和４年度ご霊地での祭典時に、全国信徒会委員の参拝にあわせて、ご用奉仕をさせて頂いた。

ご用奉仕内容：参拝者の座席案内、祭場入り口で参拝者の体温測定・手指消毒等。

祭典名 月 日 参加者数 備考

天地金乃神大祭 第１日 4 月 3 日 ５名 エリア指定での座席案内

第２日 4 月 7 日 3 名

第３日 4 月 10 日 6 名

教団独立記念祭 前日トイレ洒掃 ６月 11 日 11 名 祭場 2 階トイレ

教団独立記念祭 ６月 12 日 13 名 祭場入り口での検温・消毒

生神金光大神大祭 第１日 10 月 2 日 6 名 祭場入り口での検温・消毒

ウインドブレーカー（夏用）着用第２日 10 月 6 日 6 名

第３日 10 月 10 日 8 名

布教功労者報徳祭前日トイレ洒掃 12 月 10 日 13 名 祭場 2 階トイレ

布教功労者報徳祭 12 月 11 日 13 名 祭場入り口での検温・消毒

合 計 延べ 84 名

－4－



④ 女性ネットワークの取り組み

教祖直信教会への参拝

前年度予定していた教祖直信である六条院教会、高橋冨枝先生の 100 年祭に参拝予定で

あったが、コロナ感染予防のため、参拝できなかった。

そのため６月 13日、女性ネットワーク委員８名で金光教六条院教会を参拝し、教会長・

高橋美智雄先生のお話を拝聴し、貴重な資料などを見せて頂き研修した。

【「あいよかけよ」誌№562（2022 年 7月号）にて報告】

⑤ 委員の資質向上のための研鑽

委員総会時の教話・体験発表

・３月 19日 第 46 回委員総会（決算総会）において、石黒布教部長より教話「先に神様

が」を頂いた。

・12月 10 日 第 23回 活動運営協議会において、髙塚 汎氏 (長崎教会・北九州)より、「何

事もみな神様からのお差し向けとして受ける」ということを、会社社会の中での実践し

てきた、体験発表を聞いて研修した。

修徳殿入殿（信徒入殿）

・令和４年度は、委員研修の一環として、「修徳殿入殿」に取り組み、以下の参加があっ

た。修徳殿入殿が初めてという委員も多く、「入殿して良かった」という意見が寄せられ

た。

５月 28～29 日 ９名参加

７月 23～24 日 ７名参加

【「あいよかけよ」誌№566（2022 年 11 月号）】

⑥ 「あいよかけよ」誌の発行

「あいよかけよ」誌は全国信徒会の機関誌として文書布教を担い、信心生活のお役に立つこ

とを願いとして取り組み、信徒会諸活動の報告や信心を学ぶための「あいよかけよ信心教室」

等を掲載してきた。また、令和３年度からシリーズとして、「難はみかげ」「幸せを感じる瞬

間」のテーマで投稿記事を掲載し、好評である。

令和４年１２月の有料購読冊数は 3,743 冊であり、信奉者の高齢化、信徒の減少を背景に、

年々購読数の減少が続いている。

さらに、コロナ禍が長引く中、信徒会活動、取材活動の自粛が余儀なくされ、掲載記事作成

も困難な状況となっているが、令和４年度は、隔月末に定期的に編集企画会議を開催し、新し

い企画や取材先の情報交換を行い、誌面の充実を図る取り組みを行った。

＜参考＞ 有料購読冊数の推移 ※各年 12月時点の冊数

平成
12 年度

13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度

8,283 冊 8,284 冊 8,099 冊 7,903 冊 7,769 冊 7,495 冊 7,314 冊 7,097 冊 6,520 冊

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度

6,583 冊 6,531 冊 6,230 冊 6,075 冊 5,999 冊 5,692 冊 5,466 冊 5,129 冊 4,918 冊

30 年度
令和

元年度 ２年度 ３年度 4 年度

4,707 冊 4,455 冊 4,306 冊 3,930 冊 3,743 冊
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⑦ 「当局との意見交換会」の開催

当局との意見交換会

・日時：令和４年２月５日（土）15:30～17:15

・方法：Ｚｏｏｍによるオンライン会議

・出席者：（本部当局）岩﨑教務総長、山本教務理事（総務部長）、石黒教務理事（布教部長）、

竹部教務理事、佐藤布教部次長（司会）、竹部布教部員

    （全国信徒会）太田委員長、松本副委員長、阪本副委員長、中谷副委員長、

野田総務部長、花本運営部長、花岡経理部長、宮本事業部長、

重見生活運動推進ＰＴ代表、田辺女性ネットワーク代表、

中務事務局員

・内容：①令和４年度の教団の願いについて（本部当局）

     ②令和４年度の活動方針・具体的活動について（全国信徒会）

     ③その他意見交換（質疑応答）

      ・「教団の願い」について

      ・来年度以降の「全国大会」について

      ・組織運営の問題

      ・「神人の道展望懇談会」について

      ・お手引きについて

      ・「30 日信行」について

      ・全国信徒会に願うこと
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⑧各種会議の報告

会議名 期日 場所 又は方法 出席者数

第 96 回常任委員会 2 月 ５日（土）13:30～15:15 Zoom によるオンライン会議 21 + 3 名

第 46 回委員総会（決算総会）に向けて、提出議題の審議

[議題] ①令和３年度全国信徒会活動の総括

②令和３年度歳入歳出決算報告承認の件

③令和３年度「あいよかけよ」誌の収支決算報告承認の件

④令和３年度全国信徒会協力会決算報告承認の件

⑤全国信徒会第４回全国大会 in 首都圏の説明

⑥「30日信行」の取り組みについて

※会議後、内局との意見交換会が行われた（内局 6名、全国信 11名）

令和４年度

第１回三役会

2 月 12 日（日）13:30～15：00 Zoom によるオンライン会議 5 名

[議題] ①第 96 回常任委員会についての確認

②全国信徒会第５回全国大会について

③当局との意見交換会について

④その他（委員研修会、修徳殿入殿）

第 46 回委員総会

（決算総会）

3 月 19 日（土）13：45～17:15 Zoom によるオンライン会議 22 + 6 名

[定足数の確認] 出席者 22 名＋委任状 8 名＝30 名 （総会成立）

《委員研修》

教話「先に神様が」／講師：布教部長・石黒眞樹先生（愛知県幅下教会長）

要旨：片足が成長し過ぎる「片側肥大」の子供さんがおかげを頂かれた事

例を参考に、いつも神様が先に手を延べられて、家族みんなが信心で助か

っていかれる神人物語を話された。教祖様の「神人物語」をお手本にし

て、それぞれが神様としっかりとつながって、神様が喜ばれる生き方にな

っていくおかげを蒙って参りたい。

お広前は、私どもの思いを超える神様の思し召しで満ち溢れている。教

祖様に始まる御取次を頂いて、信心しておかげを受けてくれよと、私ども

が願うよりも先にご心配くださる神様の御心を分からせ頂き、常に、先

に、手を差し伸べて下さっている神様の縦軸をしっかりと受け止めて、そ

れぞれの生活に神人の道が現れていくような信心を進めてまいりたい。

また、幅下教会の布教１２０年記念祭の取り組みについて具体的な取り

組みをお示し頂いた。

[議長]

[議案]
平井道彦氏（米子教会・東中国）

第 1 号議案 令和３年度 全国信徒会活動報告承認の件

第 2 号議案 令和３年度 全国信徒会歳入歳出決算報告承認の件

第 3 号議案 令和３年度 「あいよかけよ」誌収支決算報告承認の件

報告事項  「３０日信行」について

[その他報告] 第４回全国大会 in 首都圏の案内、今年度の活動につ

いて（天地金乃神大祭でのご用奉仕、修徳殿入殿）、金光大阪高校へ

の寄付について、「あいよかけよ」誌拡販について、中務事務局員退職

の件等

刊行物等運営審議会 3 月 20 日（日）9：00～12：00 Zoom によるオンライン会議 11 名

[議題] ①「あいかけよ」誌編集方針・経営方針について

・事業部長より課題提起、意見交換

・編集委員長の人事と経理について

②全国信徒会年間活動報告書について
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令和４年度

第２回三役会

４月 16 日（日）13:25～15：15 Zoom によるオンライン会議 5 名

[議題] ①刊行物等運営審議会の積み残しの件

②教報「天地」別冊の件

③６月の常任委員会について

④その他（修徳殿入殿の件）

第 97 回常任委員会

部会・全体会議

6 月 11 日（土）13:00～16:15 教庁 4 階大会議室＋

Zoom によるオンライン会議

19＋1 名

6 月 12 日（日） 9:00～11：30 20＋1 名

[議題] ①刊行物等運営審議会の報告

②「刊行物の取扱いにかかわる規程」の改正について（運営審議会の

構成メンバーの変更）

③各部・ＰＴ、各教区からの 3月以降の活動動向の報告

④御用奉仕について（布教部から天地金乃神大祭時御用奉仕につい

ての指摘・要望）

⑤令和５年度全国大会について（教祖140年委員研修会開催）

令和４年度

第 3 回三役会

8 月 20 日（土）13：30～15：00 Zoom によるオンライン会議 5 名

[議題] 第 98 回常任委員会に際し、①令和５年度活動について（活動方針他）、

②教祖１４０年全国信徒会特別研修会の件

第 98 回常任委員会 9 月 3 日（土）13:00～16:30 Zoom によるオンライン会議 15＋3 名

[議題] ①令和 4年度全国信徒会の具体的取り組みについて

・全国信徒会第４回全国大会 in首都圏開催報告

・各部・ＰＴ、各教区からの 3月以降の活動動向の報告

②次年度計画の検討

・全国大会に代えて「特別研修会」の開催について検討

第 99 回常任委員会 11 月 5 日（土）13:30～16:00 Zoom によるオンライン会議 19＋2 名

[議題] ①令和 4 年度活動の概況報告

②第 47 回委員総会提出議案の確認

（令和 5 年度の活動方針案及び具体的方途案・令和 5 年度の予算案）

[報告] ①刊行物等運営審議会（書面審議）

②第 5 回全国大会の開催の件

令和４年度

第 4 回三役会

11 月 20 日（日）14：00～15：45 Zoom によるオンライン会議 ４名

[議題] ①教祖 140 年 全国信徒会特別研修会の件

②全国信徒会年間活動報告の送り状の件

③令和 5 年度全国信徒会人事の件

第 23 回活動運営

協議会

12 月 10 日（土）13:00～16:30 教庁 4 階大会議室＋
Zoom によるオンライン会議

20＋2 名

《挨拶》 布教部長・石黒眞樹先生

《信心スピーチ》  髙塚 汎氏（長崎教会・北九州）

要旨：私自身は、今教団が言われている「何事もみな神様からのお差し向けとし

て受ける」ということを会社生活の中で実践してきた。なかなか厳しいビジネス社

会の中では難しいことではあった。

その中で「人を軽う見ない、人に恩をきせない、人を利用しない、人をあてにし

ない、人を責めない 私にならせてください」というみ教えに救われ、なんとか会社

員生活を終える事が出来たことが有難く、その信心を伝えていきたい。

[内容] ①令和４年度事業総括（実施事業についての報告）

②各部・各プロジェクト活動報告（総務部、経理部、事業部、女性ネット

ワーク、生活運動推進プロジェクト）

③令和４年度各教区活動実施状況及び問題点等の報告各教区活動の

問題点について

④令和５年度の「教祖 140 年全国信徒会特別研修会」について
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第 47 回委員総会

（予算総会）

12 月 11 日（日）9：00～10:20 教庁 4 階大会議室＋

Zoom によるオンライン会議

20＋1 名

[定足数の確認] 出席者 17 名＋Zoom 3 名＋委任状 4 名＝27 名。総会成立。

[議長] 永井 猛氏（松山東教会・西中国）

[議案] 第 1 号議案 令和 5 年度全国信徒会活動方針案承認の件

第 2 号議案 令和 5 年度全国信徒会活動実施計画案（一覧）承認の件

第 3 号議案 令和 5 年度歳入・歳出予算案承認の件

第 4 号議案 令和 5 年度「あいよかけよ」誌収支予算案承認の件

第 5 号議案 令和 5 年度全国信徒会協力会予算案承認の件

その他報告 「教祖１４０年全国信徒会特別研修会」の件

[ご用奉仕] 委員総会終了後、布教功労者報徳祭において、祭場係として、全国

信徒会委員 13 名が、参拝者の案内のご用奉仕をさせて頂いた。

【「あいよかけよ」誌第 568 号（2023 年 1 月号）】
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1. 北海道教区信徒会                     報告者：千葉 利樹

月 日 内    容 参加者数 場 所

2. 東北教区信徒会                       報告者：大川 淳

月 日 内    容 参加者数 場 所

３ 教区信徒会委員総会（書面による報告、決議） 9 名

４ ３ 教区輔教集会合同参加

・集会テーマ「神様との縦軸を育み生活に現す」

・講話：「神様と仲良くするのが信心」

・講師：井上直文先生（石巻教会・宮城）

2 名 オンライン

3. 関東教区信徒会                      報告者：阪本 正雄

月 日 内    容 参加者数 場 所

２ 11 第２８回首都圏「女性の集い」

・内容：講演と質疑応答

・講題：「金光教～稀なたからもの」

・講師：木本織美愛先生（横須賀教会・神奈川）

・通訳：木本雅史先生（横須賀教会・神奈川）

【「あいよかけよ」誌№559（2022 年 4 月号）】

【「金光新聞」2022 年 5 月 25 号】

会場２７名
視聴回数

662 回

中野サンプラザ研修室
＋YouTube 配信
*視聴回数は 23-4/末
現在

3 ６ 教区信徒会第１回委員会 14 名 オンライン会議（Zoom）

5 14 教区信徒会第２回委員会 18 名 オンライン会議（Zoom）

7 10 全国信徒会「第 4 回全国大会 in 首都圏」

※P3 に詳細報告

【「あいよかけよ」誌№563（2022 年 8 月号）】

【「あいよかけよ」誌№565（2022 年 10 月号）】

【「金光新聞」2022 年 10 月 12 号】

【金光教報別冊「天地」2022.10 秋号】

181 名
視聴回数
3,522 回

日暮里サニーホール
＋YouTube 配信
*視聴回数は 23-4/末
現在

７ 30 教区信徒会第３回委員会 17 名 オンライン会議（Zoom）

９ 17 教区信徒会第４回委員会 18 名 オンライン会議（Zoom）

11 13 教区信徒会第５回委員会 13 名 オンライン会議（Zoom）

11 19 教区信徒会部長会（委員総会資料作成） 6 名 オンライン会議（Zoom）

12 17 教区信徒会令和４年度委員総会（第 25 回） 20 名 金光教センタービル

（オンライン併用）

その他 第４回全国大会 in 首都圏 企画会議（5 回） オンライン会議（Zoom）

4. 信越教区信徒会
月 日 内    容 参加者数 場 所

令和４年度 教区信徒会 主行事活動報告
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5. 東海教区信徒会                       報告者：外山 誠

月 日 内    容 参加者数 場 所

１ 17 教区信徒会委員総会 ７名 名古屋センター

４ 12 教区信徒会常任委員会① ９名 名古屋センター

（オンライン併用）

６ ６ 教区信徒会委員会① ８名 えんてつ浜松会議室

８ 26 教区信徒会委員会②

来年度活動について

10 名 名古屋センター

（オンライン併用）

11 29 教区信徒会委員会③（臨時総会）

新委員長選出について協議

８名 名古屋センター

（オンライン併用）

6. 東近畿教区信徒会                     報告者：中川 悦光

月 日 内    容 参加者数 場 所

2 13 教区信徒会委員総会（書面審議） 6 名
書面 20 名

東近畿教務センター
（オンライン併用）

6 26 教区信徒会第 114 回常任委員会

教区信徒信心研修会（DVD 鑑賞）

・講題：「すべてを生かす道」

・講師：平野幸男先生（市岡教会・大阪）

14 名 東近畿教務センター

9 10 教区信徒会第 115 回常任委員会 16 名 東近畿教務センター

11 26 教区信徒会第 116 回常任委員会・

教区信徒会第 38 回信徒研修会

・発表テーマ「母の信心、私の信心」

・発表者 鹿島 隆氏（福知山教会・京都）

14 名 東近畿教務センター

7. 中近畿教区信徒会                     報告者：渡辺 秀幸

月 日 内    容 参加者数 場 所

5 14 教区信徒会 委員会 11 名 大阪センター

７ 18 第 28 回「女性のつどい」
《第 1 部》
講題：「心くばりの信心」
講師：四方光代先生（池田教会・大阪）
《第 2 部》
金光藤陰高等学校の和太鼓部「鼓響」の演奏
【「金光新聞」2022 年 12 月 14 号】

110 名 玉水記念館

12 25 教区信徒会 委員会 15 名 大阪センター

8. 西近畿教区信徒会                           報告者：大西 昌信

月 日 内    容 参加者数 場 所

７ 全国信徒会「30 日信行」 62 名 各教会

11 19 教区信徒会連絡協議会 ８名 西近畿教務センター

9. 東中国教区信徒会                     報告者：平井 道彦

月 日 内    容 参加者数 場 所

３ 17 教区信徒会委員総会（活動報告・予算。他） 11 名 東中国教務センター

5 下旬 第１８回地区別交流会（中止） 玉島教会

12 16 教区信徒会委員総会（活動報告・予算・役員改選） 14 名 東中国教務センター
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10. 西中国教区信徒会                     報告者：永井 猛

月 日 内    容 参加者数 場 所

7 16 第 77 回金光教広島平和集会

【「あいよかけよ」誌№563（2022 年 8 月号）】

【「金光新聞」2022 年 9 月 28 号】

350 名 広島平和記念公園

広島県民文化センター

８ 11 第 38 回金光教山口平和集会

第 1 部：戦没者慰霊と平和祈願祭

第 2 部：平和学習

講題：「霊和」

講師：林 雅信先生（那覇教会・沖縄）

【「金光新聞」2022 年 9 月 28 号】

89 名 山口南総合センター

11. 四国教区信徒会                    報告者：伊藤 道教

月 日 内    容 参加者数 場 所

1 29 教区信徒会委員総会 書面審議

７ 10 第４回全国大会ｉｎ首都圏参加 1 名

11 12 教区信徒会委員会（次年度計画） 10 名 四国教務センター

12. 北九州教区信徒会                   報告者：池尻 勝美

月 日 内    容 参加者数 場 所

１ 16 教区信徒会 第１回常任委員会 10 名 クローバープラザ

１ 23 教区信徒会委員総会（書面表決） 50 名

3 ６ 教区信徒会女性部研修会

（コロナ感染防止の為来年に延期）

３ 21 教区信徒会 第 2 回常任委員会 22 名 クローバープラザ

５ 15 教区信徒会 第 3 回常任委員会 17 名 クローバープラザ

6 18 教区信徒会 役員会 6 名 北九州教務センター

6 27 教区信徒研修会

（コロナ感染防止のため来年に延期）

9 17 教区信徒会 第 4 回常任委員会 11 名 北九州教務センター

10 9 教区信徒会 第 5 回常任委員会 18 名 北九州教務センター

11 19 教区信徒会委員総会及びビジネスセミナー

委員総会終了後、「金光教ビジネスセミナー」

として講演会開催

・講題：「み教えと社会人生活について」

・講師：髙塚 汎氏（長崎教会・長崎）

21 名 クローバープラザ

11 29 教区信徒会女性部委員会

・講師：吉木恵美先生（福岡教会・福岡）

19 名 北九州教務センター

13. 南九州教区信徒会                    報告者：野田 和彦

月 日 内    容 参加者数 場 所

６ 18 教区信徒会委員会 16 名 オンライン会議（Zoom）

12 17・18 教区信徒会委員総会 15 名 大分県日田教会
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                        金光教全国信徒会 

                     委員長 太 田  明 

 令和２年から、感染拡大した新型コロナウイルスは、令和５年にいたるまで終息することな

く、今日もなお継続しています。振り返ってみますと、私たちには経験したことのない世界中

を巻込むような大きな出来事として、歴史の一ベージに刻まれることでしょう。この３年間

は、オリンピックを初めとして、各種イベントの延期や中止が相次ぎ、私たちの日常生活や経

済活動が一変してしまいました。特に、経済活動は著しく、テレワーク、リモート会議など、

働き方も大きく変わり、全国信徒会におきましても、会議の大半はリモート会議となり、容易

に対面での会合を行うことができませんでした。コロナはマイナス要因だけでなく、プラス要

因になったことも見逃すことはできません。こうした社会情勢の中にあって、全国大会 in四

国や全国大会 in首都圏が、YouTube 配信による新しい方式で開催されたことも特筆すべきこ

とと言えましょう。より多くの方々が全国大会を共有できたことになります。昨年に引続き、

「３０日信行」も全教会に働きかけができ、広がりつつありますことはありがたいことであり

ます。委員の研鑽の場として、令和４年度は、２回にわたって委員の「修徳殿入殿」を実施さ

せていただき、委員としての資質向上につながると思います。そして、信徒が発行する唯一の

月刊誌「あいよかけよ」も、継続して発行することができ、文書布教の一端を担って内容ある

誌面づくりに務めて行きたいと強い願いを持っています。コロナ下ではありましたが、全国信

徒会として、精力的に活動ができましたことは、神様のお導き、そして，全国の皆様のお力添

えにほかなりません。 

 

 教団にとりましてもコロナ下にあって、教団活動の制限の中に、今日まで押し進めてくださ

ったことに心からお礼申し上げます。これもひとえに神様のお差し向けの中でのことであり、

全国信徒会といたしましても、「真剣に御取次をいただき、御用のおかげをいただく」をあら

ためていただき直し、取り組んで参りたいと思います。 

 

 令和５年は、教祖様１４０年のお年柄を迎えます。教祖様１５０年を目指して「神人の道」

が現れてくることを求め取り組むために、教祖様の『神人物語』をお手本に、それぞれが『神

人物語』を編む、神様のお差し向けを受けて「神人の道」が現れてくるような、生き方を求

め、活動を通して努力して参りたいと思います。私たち自身の今日までの信心姿勢を見直し、

より神様との縦軸の関係を太くしていくことが、これからの全国信徒会に求められる姿ではな

いでしょうか。令和５年度は、全国信徒会にとりましても、新たなスタートの年ととらえ、

「神人の道」が現れてくるような、活動の展開を計りたいと願っています。そのためには、信

徒の立場に立って、神様がお喜びくださることを願い、教祖様のご立教の意義を新たにいただ

き直し、より信心の向上を計り、「神人の道」を現して行くために、諸活動を力強く進めて行

く所存であります。 

 

令和５年度 全国信徒会 活動方針 
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令和５年度 「教団の願い」

教祖様の「神人物語」をお手本に、それぞれの「神人物語」を編む

そして、教祖様１４０年のお年柄にあって、お差し向けを受けとめ、

「神人の道」が現れてくる天地金乃神様の氏子としての生き方を

求め現す稽古をさせていただく

令和５年度 全国信徒会「活動テーマ」

「神人」を現し、お道を伝える

おもな活動

１． 「教祖 140 年 全国信徒会 特別研修会」の開催

２． 「信心生活推進プロジェクト」の具体的な取り組み：

    「３０日信行」の実施、「信心の継承」アンケートの分析と展開

３.  「女性ネットワーク」の活動展開：研修会の開催

４. 「あいよかけよ」誌の発行

５. 委員の資質向上のための研鑽：委員研修会の開催、「修徳殿入殿」

６. 御用奉仕 (本部祭典時）

７. 「当局との意見交換会」の開催
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⒈ 「教祖１４０年 全国信徒会 特別研修会」の開催 （大会実行委員会）

全国信徒会におきましては、５年前からブロック信心研修会に代えて、信心交流の場とし

て全国大会を年１回開催することとなり、これまで北海道、金光、四国、首都圏と開催して

きましたが、本年度は教祖様１４０年のお年柄であり、全国大会に代えて、「教祖１４０年全

国信徒会特別研修会」を開催いたします。

教団の願いである「神人の道」が現れてくる信心実践の研鑽の場にさせて頂きたいと思い

ます。

研修テーマ  わが信心を見つめ直し、「神人」を現す

  日 時    令和５年８月 19日（土）13：00 ～ 20 日（日) 12：00 ［１泊２日］

    会 場  ご霊地「金光北ウイングやつなみホール」（宿泊・光風館）

  内 容  ○講話

        講師：岩﨑 道與師（金光教教務総長）

    ○修徳殿入殿に準じてお出まし、お退けお見送り、班別、全体懇談

     ○教祖 100 年記念映画「おかげは和賀心にあり」鑑賞

参加費用 ３千円（宿泊費・食費）当日納入 ※交通費は各自負担

参加対象 全国信徒会委員・教区信徒会委員・地方連合会信徒委員

募集定員 ７０名

⒉ 「信心生活推進プロジェクト」の具体的な取り組み

① 「３０日信行」の取り組み

【目 的】 「教祖様の『神人物語』をお手本に、それぞれの『神人物語』を編む」との

       教団の願いのもとに、①神様との対話する力を高めさせていただく、②神様と

の縦軸を太くさせていただく、③神様中心の心の使い方と行動に変えていく

       こととし、全国の信奉者の皆様と心ひとつにして取り組む

【期 間】  令和５年７月１日～３１日

【取組み】 平成２６年からスタートした「３０日信行」も９年を経過し、地道に活動を継

続してきた。令和３年度には、資料を全教会に配布させて頂き、全国的な取り

組みができた。

令和５年度においても、教団の願いのもとに、上記①～③の目的をもって、

取り組みを進める。

【チェックシート等の配布】

       昨年同様、①本部大祭時の交付物に同封、②「あいよかけよ」誌５月号にチェ

ックシートをＡ４サイズで綴じ込み、③各教区信徒会委員長を通じて、各連合

会・各教会の信徒会長へ配布、声掛けを行う。

【取組みの流れ】

      ・チェックシートに実践項目を記入し、教会へお届けし、お取次を頂く。

            ・「30 日信行」の実践：基本的に令和５年７月１日～３１日

      ・期間が終了したら、再度チェックシートを教会へお届けし、お取次を頂く。

令和５年度 活動方針の具体的方途
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・教会へお届け後お下げ頂くか、コピーするなどして、教会信徒会毎に取りま

とめ、9/10 までに全国信徒会事務局に送付。全国信徒会より本部広前にお届

けする。

② 「信心の継承」についての取り組み

令和３年７月に、全国信徒会委員及び教区信徒会委員の皆様のご協力により、「信心の

継承に繋がる」アンケート調査を実施し、昨年一年をかけて、回収したアンケートの結果

について、意見の集約・整理を行い、集計結果に基づいた「信心の継承」の実態や問題点

の把握を行いました。

その結果を３月に開催される「委員総会」にて報告するとともに、さらなる分析と展開

を進める。

なお、本部布教部の監修を経て、本アンケート調査結果と所見について、教報「天地」

に掲載させて頂く予定。

⒊ 「女性ネットワーク」の活動展開

女性ネットワークは、組織活動の活性化を計るため、全国信徒会設立１０周年に立ち上げ

られました。女性信奉者の活動は不可欠であり、各教区・連合会におきまして、「女性の集

い」「女性信奉者研修会」が開催されております。

そうした活動に携わる多くの女性信奉者のネットワークを構築していくことが当面の目標

でもあり、緩やかな全国的なつながりができることを願っております。そのためには、各教

区・連合会において女性信奉者の柱となる人材発掘に努めて頂き、女性委員の台頭にお力添

えいただきたいと切に願っております。

長引くコロナの状況下で、令和４年度は教祖直信教会である六条院教会を参拝して研修を

させて頂きました。令和５年度は、以下の活動に取り組んで行きたいと思います。

（1）女性ネットワーク研修会 ～教祖直信教会参拝～

     ・日時 ６月１１日～１２日（教団独立記念祭に併せて）

     ・場所 光風館（宿泊・土佐家）、金光教笠岡教会訪問

(2) 本部大祭 祭場案内係のご用奉仕

（3）各地の女性信奉者との情報交換（女性の集い）

(4) 全国信徒会「特別研修会」への参加協力

⒋ 「あいよかけよ」誌の発行

(1)事業部

① 全国信徒会の機関誌としての役割を果たす

② 文書布教の推進のための取り組み（発行の願いの明確化）

③ 販売目標の設定  ３,９００部を目指す

④ 購読部数減少に伴う収入減への対応として、部数を減らさない努力と発行に掛

かる経費の見直しを進め、収支のバランスを目指す

(2)刊行物等運営審議会の開催

①「あいよかけよ」誌の編集体制の見直し、発行の趣旨の明確化

② 円滑に文書布教活動ができるような体制の構築

③ 将来的な展望に立って、今後の方向性を探る
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(3)「あいよかけよ」誌の編集体制の充実

① 金光教の信心のすばらしさを伝え、感動を与えるような誌面作り

② 信徒が作る信心雑誌として継続して発行する

③ 投稿原稿を促進する

④ 編集委員による編集会議の充実。隔月末に編集会議(web 会議)の開催、編集内容

の確認（スケジュール・取材原稿・定番原稿、その他）、編集委員の役割分担の

明確化

⑤ 各教区推進委員（教区委員長）の編集委員としての自覚を持って教区通信員と共

に、編集に積極的に関与し、企画・情報を提供する

⑥ 時代に即した、「あいよかけよ」誌の新しいツールを模索する

⑦「あいよかけよ」誌の編集体制を整備し、新しい企画等で誌面に反映させていく

⒌ 委員の資質向上のための研鑽

  全国信徒会の委員は、教区から選出され、教区の代表であります。そのために全国信徒会

の活動内容を逐次、地元教区信徒会委員に周知して行くことが、大きな使命とも言えます。

    そのために、全国信徒会の委員は、神様からの御用として、「真剣に御取次をいただき、

御用のおかげをいただく」ことを願いとして、全国信徒会の活動に積極的に参加し、活動を

通して自身の信心の向上に努めることが大切なことだと考えています。

(1)３月の委員総会時に委員手引書の説明、１２月の委員総会時に講師を招いての研修を

実施する

(2) ５月 全国信徒会委員修徳殿入殿

(3) 祭場での祭典時のご用奉仕にあたる

⒍ 「当局との意見交換会」の開催

  日 程  令和５年１月１４日（土）15:00～17:00

開催方法 本部教庁会議室

出席者 [本部当局] 教務総長、教務理事、布教部佐藤次長（進行）

[全国信徒会]   委員長、副委員長、部長
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歳入の部

款 予算額 ４年度予算額 増　 △減

 1.　拠  出  金 ① 拠 出 金 1,936,500 1,936,500 0

 2.　協　力　金 ① 協 力 金 0 0 0

① 受 取 利 息 1,000 1,000 0

② 雑 収 入 0 0 0

 5.　繰  越　金 ① 前 期 繰 越 金 3,100,000 4,141,430 △ 1,041,430

5,037,500 6,078,930 △ 1,041,430

歳出の部

款 予算額 ４年度予算額 増　　△減

 1.　活　動　費 1,160,000     1,911,000    △ 751,000

① 研 修 会 費 500,000        900,000       △ 400,000

② 各種活動協賛金 60,000         140,000       △ 80,000

③ 広 報 活 動 費 250,000        291,000       △ 41,000

④ 女性ネットワーク 100,000        100,000       0

⑤ 信心生活推進PT 200,000 200,000 0

⑥ 運 営 部 50,000 280,000 △ 230,000

 2.  会  議  費 1,550,000     2,200,000    △ 650,000

① 委 員 会 費 100,000        100,000       0

② 常 任 委 員 会 費 100,000        100,000       0

③ 委 員 交 通 費 1,300,000     1,950,000     △ 650,000

④ そ の 他 会 議 費 50,000         50,000         0

 3. 事 務 局 費 250,000       270,000       △ 20,000

① 旅 費 交 通 費 50,000         50,000         0

② 備 品 費 5,000           5,000           0

③ 通 信 費 80,000         80,000         0

④ 消 耗 品 費 40,000         40,000         0

⑤ 印 刷 費 50,000         70,000         △ 20,000

⑥ 支 払 手 数 料 5,000           5,000           0

⑦ 雑 費 20,000         20,000         0

 4.　予　備　費 ① 予 備 費 2,077,500 1,697,930 379,570

5,037,500     6,078,930     △ 1,041,430

委員手引書

項 備　　　考

教祖140年特別研修会

広島平和集会20他

年間活動報告書

教祖直信教会参拝等

30日信行

教区委員長との懇談会等

歳　　　入　　　合　　　計

歳　　　出　　　合　　　計

項 備　　　考

令和５年度 歳入・歳出予算書
令和５年1月1日　～　令和５年12月31日

金光教全国信徒会

(単位　円)

13教区

協力会

 3.　諸　収　入
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(単位　円)

予　算　額 ４年度予算額 増　　△減 備　　考

Ⅰ. 購読料収入 7,810,000 8,210,000 △ 400,000  4年度4,100冊

    1. 定 期 購 読 料 7,800,000 8,200,000 △ 400,000  5年度3,900冊

    2. ス ポ ッ ト 10,000 10,000 0

Ⅱ. 広告収入 2,350,000 2,470,000 △ 120,000

    1. 広 告 料 収 入 2,150,000 2,250,000 △ 100,000

    2. 年賀広告収入 100,000 108,000 △ 8,000

    3. 暑中広告収入 100,000 112,000 △ 12,000

Ⅲ. 雑 収 入 0 0 0

10,160,000 10,680,000 △ 520,000

Ⅳ. 前年度繰越金 490,000 400,000 90,000  4年度末予想

10,650,000 11,080,000 △ 430,000

予　算　額 ４年度予算額 増　　△減 摘　　　要

Ⅰ. 製本原価 9,070,000 9,620,000 △ 550,000  4年度4,200冊

    1. 印 刷 製 本 費 3,000,000 3,100,000 △ 100,000  5年度4,000冊

    2. 梱 包 発 送 費 1,650,000 1,700,000 △ 50,000

    3. 通 信 費 120,000 120,000 0

    4. 制 作 費 3,600,000 4,000,000 △ 400,000

    5. 編 集 会 議 費 200,000 200,000 0

    6. 取 材 経 費 500,000 500,000 0

Ⅱ. 一般管理費 1,470,000 1,340,000 130,000

    1. 事 務 委 託 費 850,000 850,000 0

    2. 通 信 費 120,000 120,000 0

    3. 広 告 費 0 0 0

    4. 支 払 手 数 料 120,000 120,000 0

    5. 消 耗 品 費 100,000 100,000 0

    6. 租 税 公 課 150,000 100,000 50,000  法人税・消費税

    7. 備 品 費 0 0 0

    8. 交 通 費 50,000 0 50,000

    9. 会 議 費 30,000 30,000

   10. 雑 費 50,000 50,000 0

Ⅲ. 予  備  費 110,000 120,000 △ 10,000

10,650,000 11,080,000 △ 430,000

Ⅳ. 次年度繰越金 0

10,650,000 11,080,000 △ 430,000

支出の部

款　     項

支 出 合 計

合　　　　計

令和5年度「あいよかけよ」誌　収支予算書
令和５年１月１日  ～　令和５年12月31日

収入の部
款   　  項

収 入 合 計

合　      計
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■教区選出委員(定数31名・常任17名以内）

教区名 定数 教区役職 全国信役職 氏　　名 教会名 備　  考

北海道 1 委 員 長 常任委員 千葉　利樹 もいわ

東　 北 1 委 員 長 常任委員 小山　正弘 会津若松

委 員 長 副委員長 阪本　正雄 中　野

委  員  長 太田　　 明 大　崎

常任委員 吉岡　裕子 鎌　倉

信　 越 1 委 員 長 委　　　員 未　定

常任委員 浅井　勝美 平　針

委　　　員 山碕　吉信 蒲　郡

委 員 長 常任委員 勝見　嘉彦 東九条

副委員長 中谷　智美 五十鈴川

委　　　員 鈴木あつ子 北　里

委 員 長 常任委員 渡辺　秀孝 靭

常任委員 名倉　嘉史 藤井寺

委　　　員 小野　勝香 難　波

委　　　員 欠　員

委 員 長 常任委員 大西　昌信 葺　合

委　　　員 山田　正樹 山　手

委 員 長 常任委員 平井　道彦 米　子

委　　　員 西　　 武則 成　羽

委　　　員 岡　　 誠二 光　政

委 員 長 常任委員 永井　　猛 湯　田

委　　　員 石井　正晴 広島中部

委　　　員 欠　員

委 員 長 常任委員 伊藤　道教 松山東

委　　　員 森　　 光明 詫　間

委 員 長 常任委員 池尻　勝美 合　楽

常任委員 宮本　孝寿 尾　倉

委　　　員 髙塚　　汎 長　崎

委　　　員 池田真由美 大牟田白金

委 員 長 常任委員 重見　敏也 富士見

委　　　員 内門　三朗 鹿児島

■特選委員 (10名以内）

教 区 名 全国信役職 氏　　名 教会名 備　  考

四　 国 特選・常任委員 花岡建八郎 小松島

北九州 特選委員 田中佐百合 前　 原

南九州 特選・常任委員 田辺　徳子 日　 田

南九州 特選委員 野田　和彦 宮　 崎

東中国 特選委員 辻　　徳子 本　 部

東中国 特選委員 西　　規雄 本　 部

①　教区選出委員・特選委員　名 簿 
（令和５年度〜令和７年度)

関　 東 3

東　 海 2

東近畿 3

中近畿 4

西近畿 2

北九州 4

南九州 2

東中国 3

西中国 3

四   国 2
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№ 役　　職 氏　　名 教区 教会名 備　考 役 職 氏　　名 教区 教会名

1 委 員 長 太田　   明 関　東 大　 崎 相談役 杉山  謙三 東近畿 伊   勢

2 副 委 員 長 阪本　正雄 関　東 中   野

3 〃 野田　和彦 南九州 宮　 崎  特選

4 〃 中谷　智美 東近畿 五十鈴川 監　事 仙石　貴宏 東中国 総　社

5 総 務 部 長 伊藤　道教 四　国 松山東  常任 〃 欠　員

6 総務部次長 西　　規雄 東中国 本   部  特選

7 〃 髙塚　　汎 北九州 長 　崎 参　与 鈴木　  護 四　国 久　枝

8 総 務 部 員 石井　正晴 西中国 広島中部

9 運 営 部 長 勝見　嘉彦 東近畿 東九条  常任

10 運営部次長 永井　 　猛 西中国 湯　 田  常任 当局主管部

11 〃 大西　昌信 西近畿 葺 　合  常任 役 職 氏　　名

12 運 営 部 員 小山　正弘 東　北 会津若松  常任 顧　問 岩﨑　道與

13 〃 名倉　嘉史 中近畿 藤井寺  常任 相談役 山本　正三

14 〃 岡　　 誠二 東中国 光 　政 〃 石黒　眞樹

15 経 理 部 長 花岡建八郎 四　国 小松島  特選・常任 〃 竹部　　弘

16 経理部次長 渡辺　秀孝 中近畿 靭  常任 〃 森　　義信

17 〃 森　　 光明 四　国 詫 　間 〃 大矢　　嘉

18 事 業 部 長 宮本　孝寿 北九州 尾　 倉  常任

19 事業部次長 池尻　勝美 北九州 合　 楽  常任 全国信徒会担当

20 〃 千葉　利樹 北海道 もいわ  常任 役 職 氏　　名 役　　職

21 事 業 部 員 山碕　吉信 東　海 蒲   郡 担当職員 佐藤　満昌

22 〃 西　　 武則 東中国 成 　羽 〃 関口　耀睴

23 伊藤　道教 四　国 松山東  兼務 　

24 重見　敏也 南九州 富士見  常任 全国信徒会事務局

25 平井　道彦 東中国 米 　子  常任 役 職 氏　　名 教区 教会名

26 山田　正樹 西近畿 山　 手 事務局 吉岡　麻衣 四　国 祖　谷

27 浅井　勝美 東　海 平　 針  常任

28 内門　三朗 南九州 鹿児島

29 田辺　徳子 南九州 日　 田  特選・常任

30 吉岡　裕子 関　東 鎌　 倉  常任

31 田中佐百合 北九州 前　 原  特選

32 辻　　 徳子 東中国 本　 部  特選

33 池田真由美 北九州 大牟田白金

34 小野　勝香 中近畿 難　 波

35 鈴木あつ子 東近畿 北　里

〃

〃

〃

②委員役職・相談役・監事・参与及び当局主管部　名 簿

相談役／監事／参与■委員（教区選出28名／特選6名　計34名）

〃

（令和５年度〜令和７年度)

教務総長

役　　職

女性ネットワーク委員

女性ネットワーク代表

女性ネットワーク次長

あいよかけよ誌編集長

信心生活推進ＰＴ代表

信心生活推進ＰＴ次長

信心生活推進ＰＴ委員

〃

〃

【令和５年5月末現在】

布教部次長

教務理事

教務理事

教務理事

教務理事

教務理事

布教部部員
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「あいよかけよ」誌編集委員会

役　　職 氏　　名 教区 教会名 役　　職 氏　　名 教区 教会名

編集委員長 宮本　孝寿 北九州 尾　倉 会 長 杉山  謙三 東近畿 伊   勢

編 集 長 伊藤　道教 四　国 松山東 会 計 渡辺　秀孝 中近畿 靭

編 集 委 員 千葉　利樹 北海道 もいわ 運営委員 千葉　利樹 北海道 もいわ

小山　正弘 東北 大　山 小山　正弘 東北 大　山

阪本　正雄 関　東 中　野 阪本　正雄 関　東 中　野

浅井　勝美 東　海 平　針 浅井　勝美 東　海 平　針

勝見　嘉彦 東近畿 東九条 勝見　嘉彦 東近畿 東九条

渡辺　秀孝 中近畿 靭 渡辺　秀孝 中近畿 靭

大西　昌信 西近畿 葺　合 大西　昌信 西近畿 葺　合

平井　道彦 東中国 米　子 平井　道彦 東中国 米　子

永井　　猛 西中国 湯　田 永井　　猛 西中国 湯　田

池尻　勝美 北九州 合　楽 伊藤　道教 四　国 松山東

重見　敏也 南九州 富士見 池尻　勝美 北九州 合　楽

編 集 委 員 山本　朝男 関　東 水　戸 重見　敏也 南九州 富士見

（選　任） 江川　和子 関　東 浦　和 　 監 事 仙石　貴宏 東中国 総　社

進藤　寛子 関　東 浦安（布） 事務局長 吉岡　麻衣 四　国 祖　谷

高井　瑠美 関　東 亀　有

中谷　智美 東近畿 五十鈴川

野田　和彦 南九州 宮　崎

辻　　徳子 東中国 本　部

森山茂登子 東中国 本　部

田中佐百合 北九州 前　原

全国信徒会協力会

③「あいよかけよ」誌編集委員会・全国信徒会協力会  名 簿
（令和５年度〜令和７年度)

【令和５年6月現在】

（教区委員長）
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「あいよかけよ」誌 購読のお願い

「あいよかけよ」誌のお申込み方法

〇購読申し込みは、原則として年間契約で、購読料

前納制です。

〇購読料：定価 170 円

       年間購読料（12 号分）1,900 円 [送料別]

       ※送料は下表を参照下さい。教会等で

まとめて購入されますと、送料が割安

になります。

〇購読料の納入方法

お申込みいただくと、最初の送本の際に振込用紙

をお送りしますので、ご利用下さい。

〇毎月の「送本冊数」と「年間送料」の早見表

1 冊 800 円 2～4 冊   1,000 円

5 ～10 冊  1,500 円 11～14 冊 2,000 円

15～19 冊  2,500 円 20 冊    2,900 円

21～40 冊  5,600 円 41～99 冊 10,000 円

100 冊以上は無料

※ご不明の点は、お近くの教区信徒会委員または下

記までお尋ね下さい。

【申込先／お問い合わせ先】                                               

〒719-0111 岡山県浅口市金光町大谷 320

金光教本部教庁 6階

金光教全国信徒会
            TEL・FAX 0865-42-4870

          sintokai＠konkokyo.or.jp

「あいよかけよ」誌は……

金光教全国信徒会の会報で、金光教

の信心を伝える冊子です。

いきいきした信心をめざし、皆さん

の意見を反映します。

皆さんの投稿、発言歓迎！

生まれたての信心から、

ベテランの信心まで。

北海道から九州・沖縄・海外まで、

誌面を通して仲間ができます。

交流が生まれます。

どうぞお手元に

「あいよかけよ」誌を！

  



全国信徒会（令和５年度）

［綱  領］   真剣に御取次をいただき、御用のおかげをいただく

（活動・精神・理念）             （昭和２８年８月５日 三代金光様からいただく）

［布教実践項目］

１．家族そろって教会参拝につとめます。

１．今を喜び笑顔になる「けいこ」をします。

１．人の助かりを願う信心に取り組みます。

１．何事も実意丁寧に行います。

大いなる天地に生かされる人間として

すべてのいのちを認め、尊び

神と人、人と人、人と万物が

あいよかけよで共に生きる世界を実現する

金 光 教 宣 言


